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№138（令和３年７月１日）
お も な 内 容

本
校
で
は
、
特
別
の
教
科
「
道
徳
」
の
研
究
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。「
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
子
ど
も
の
育
成
」

を
目
指
し
、
児
童
が
本
気
で
自
己
を
見
つ
め
、
考
え
、
語
り

合
う
道
徳
の
学
習
を
通
し
て
、
健
全
な
自
尊
感
情
を
も
ち
、

主
体
的
・
自
律
的
に
生
き
る
力
と
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く

こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

写
真
は
三
年
生
の
授
業
で
す
。「
友
情
・
信
頼
」
の
内
容

項
目
の
授
業
で
は
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
他
者
を

信
頼
し
助
け
合
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
自
分
の

言
葉
で
伝
え
合
う
こ
と
の
で
き
た
授
業
で
し
た
。

（
旭
川
市
立
新
町
小
学
校
）

随 想………………………………１

研修講座寸描………………………２

研究室だより………………………３

研究協力校の紹介…………………４

教育講演会の紹介…………………５

受講後調査の結果…………………６

心に残る授業 その８３……………７

人事短信（研修センター所員紹介）… ８

ページ

二
枚
の
パ
レ
ッ
ト

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所

長

福

家

尚

私
事
で
大
変
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、
父
の
こ

と
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

父
の
趣
味
は
絵
画
で
、
私
が
物
心
つ
く
頃
か

ら
風
景
や
静
物
、
家
族
を
モ
デ
ル
に
水
彩
画
を

描
い
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
は
教

室
に
通
っ
て
油
絵
も
始
め
ま
し
た
。
油
絵
の
作

品
は
数
多
く
、
画
題
と
な
っ
た
神
社
や
酒
蔵
、

会
館
な
ど
に
作
品
を
持
ち
込
み
、
先
方
の
都
合

に
は
お
か
ま
い
な
く
寄
贈
す
る
の
で
、「
押
し

売
り
」
と
家
族
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
彩
画
を
描
く
と
き
に
父
が
愛
用
し
て
い
た

パ
レ
ッ
ト
は
、
ブ
リ
キ
製
の
か
な
り
古
い
物
で

し
た
。
仕
切
り
が
何
カ
所
か
欠
け
て
お
り
、
子

供
心
に
も
「
我
慢
し
て
使
っ
て
い
る
な
あ
」
と

思
っ
た
も
の
で
す
。

「
こ
れ
は
小
学
校
の
時
、
恩
師
か
ら
も
ら
っ
た

パ
レ
ッ
ト
な
ん
だ
。
実
は
、
二
枚
も
ら
っ
て
い

た
う
ち
の
一
枚
な
ん
だ
。」

と
父
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

父
は
小
学
校
時
代
か
ら
絵
を
得
意
と
し
て
い

た
ら
し
く
、
受
賞
記
録
な
ど
を
私
た
ち
に
見

せ
、
担
任
の
先
生
か
ら
も
特
に
見
込
ま
れ
て
、

御
褒
美
に
パ
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
た
、
と
自
慢
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
一
枚
目
の
パ
レ
ッ
ト

だ
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
一
年
の
そ
の
頃
、
昭
和
天
皇
の
旭
川

市
へ
の
行
幸
が
あ
り
ま
し
た
。
第
七
師
団
へ
の

視
察
で
、
日
中
戦
争
開
戦
前
夜
の
世
相
を
示
し

て
お
り
ま
し
た
。
旭
川
で
は
、
町
を
挙
げ
て
大

元
帥
陛
下
を
お
迎
え
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
、

早
朝
か
ら
小
学
生
も
全
員
沿
道
に
集
合
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
朝
、
父
は
こ
と
も
あ
ろ
う

に
集
合
時
刻
に
遅
れ
た
の
で
す
。
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
寝
坊
し
た
そ
う

で
す
。

先
生
は
か
ん
か
ん
に
怒
り
、
教
室
で
大
声
で

怒
鳴
っ
て
、
褒
美
に
あ
げ
た
パ
レ
ッ
ト
を
父
に

出
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
の
目
の
前
で
、

み
ん
な
の
前
で
、
そ
の
パ
レ
ッ
ト
を
た
た
き
壊

し
ま
し
た
。
父
は
自
分
が
ぶ
た
れ
る
よ
り
傷
つ

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

何
日
か
落
ち
込
む
日
が
続
い
た
あ
る
日
、
先

生
が
父
を
呼
び
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
誰
も

い
な
い
と
こ
ろ
で
、
何
も
言
わ
ず
に
そ
っ
と
紙

包
み
を
父
に
渡
し
ま
し
た
。

家
に
帰
り
包
み
の
中
を
見
る
と
、
そ
れ
は
新

品
の
パ
レ
ッ
ト
で
し
た
。
前
に
も
ら
っ
た
パ
レ

ッ
ト
と
同
じ
物
で
す
。

「
そ
れ
が
二
枚
目
の
こ
の
パ
レ
ッ
ト
な
ん
だ
。
」

と
父
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
か
ら
ず
っ
と
何
十
年
も
使
っ
て

い
た
の
は
、
使
う
度
に
先
生
の
こ
と
を
思
い
出

す
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
怒
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
め
の
パ
レ
ッ
ト

を
く
れ
た
先
生
の
思
い
を
。

父
に
と
っ
て
は
大
切
な
パ
レ
ッ
ト
で
し
た
。

長
女
が
幼
い
頃
、
何
故
か
こ
の
パ
レ
ッ
ト
を

気
に
入
り
欲
し
が
り
ま
し
た
が
、「
ま
だ
使
っ

て
い
る
か
ら
だ
め
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
ら
私
に
ち
ょ
う
だ

い
ね
。」

と
約
束
し
て
、
父
を
苦
笑
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

父
は
六
年
前
に
他
界
し
て
お
り
、
パ
レ
ッ
ト
は

長
女
の
物
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
実
家
を
探

し
て
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

父
は
天
国
に
パ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
恩
師
に
パ
レ
ッ

ト
を
見
せ
な
が
ら

「
先
生
、
あ
り
が
と
う
。」

と
思
い
出
話
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

随

想

４
月
１
日

新
任
所
員
就
任

４
月
１５
日

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
２３
日

I
C
T
実
技
研
修
講
師
打
ち
合
わ
せ

５
月
１４
日

講
座
受
講
申
込
一
次
締
切
り

６
月
１
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
校
務
の
た
め
の
表
計
算

入
門
】（
中
止
）

６
月
４
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
校
務
の
た
め
の
表
計
算

活
用
】（
中
止
）

６
月
７
日

【
書
写
指
導
（
実
技
）】

６
月
９
日

【
読
書
活
動
】

６
月
１０
日

【
学
校
経
営
Ⅰ
】

６
月
１１
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
働

き
方
改
革
】
z
o
o
m
開
催

６
月
１５
日

【
特
別
支
援
教
育
】（
中
止
）

６
月
１８
日

Ｉ
Ｃ
Ｔ
【
校
務
の
た
め
の
表
計
算

活
用
／
個
別
課
題
解
決
】

７
月
１
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
１３８
号
発
行

※

毎
週
火
曜
日

定
例
研
究
室
会
議

※

随
時

研
修
講
座
講
師
打
ち
合
わ
せ
会
議

セ

ン

タ

ー

日

誌

本
校
の
学
校
祭
は
地
元
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
事
業
に
よ
り
、
プ
ロ
の
演
出
家
に
よ
る
指
導
の
も

と
、
毎
年
見
ご
た
え
の
あ
る
演
目
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
施

し
実
施
し
ま
し
た
。
写
真
は
、
例
年
行
っ
て
い
た
全
校
合
唱

に
代
わ
る
『
全
校
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
』
を
演
奏
し
て
い
る
様

子
で
す
。
学
校
祭
の
取
組
が
生
徒
た
ち
の
大
き
な
成
長
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
士
別
市
立
朝
日
中
学
校
）
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四
月
十
五
日
、
二
十
六
講
座
の
講
師
五
十
二
名
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
研
修
講
座
の
講
師
委
嘱
状
交

付
式
及
び
講
座
内
容
研
究
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
付
式
で
は
、
上
川
教
育
局
、
旭
川
市
教
育
委
員
会
の

方
々
が
列
席
さ
れ
る
中
、
講
師
を
代
表
し
て
林

欽
一
講

師
（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校
長
）
が
上
川
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
組
合
教
育
委
員
会

黒
蕨

真
一
教
育
長
か
ら
、
講

師
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
は
、
全
体
会
の
内
容

を
精
選
し
た
り
、
分
科
会
の
会
場
を
分
け
た
り
す
る
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
を
講

じ
た
上
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
分
科
会
で
は
、
教
職

員
等
の
資
質
・
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
目
指
し
、
各
講

座
の
講
師
と
運
営
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、
講
座
の
内
容

や
日
程
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
感
染
拡

大
防
止
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
講
座
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
講
座
内
容
と
な
る
よ

う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

研
修
講
座
寸
描

研
修
講
座
内
容
研
究
協
議

研
修
講
座
内
容
研
究
協
議
会会

備 考会 場研修講座名開 催 期 日

研修センター学校力向上対策７月２６日（月）

研修センター幼保小連携教育７月２７日（火）

２日目 １０月１日（金）研修センター道徳科指導①７月２９日（木）

ＩＣＴ実技研修研修センターＩＣＴを活用した働き方改革講座②７月２９日（木）

ＩＣＴ実技研修ＩＣＴパーク授業のためのプログラミング入門①７月２９日（木）

２日目 ９月１日（水）研修センター国語科指導①７月３０日（金）

ＩＣＴ実技研修研修センター校務のための表計算入門②７月３０日（金）

研修センター学校事務実務８月２日（月）

ＩＣＴ実技研修旭川第３小学校学校で役立つタブレットＰＣ入門①８月２日（月）

ＩＣＴ実技研修旭川第３小学校授業で役立つタブレットＰＣ活用①８月２日（月）

２日目 ９月７日（火）研修センター算数・数学科指導①８月４日（水）

２日目 １０月６日（水）研修センター外国語（英語）指導①８月５日（木）

２日目 １０月１４日（木）研修センター社会科指導①８月６日（金）

２日目 ９月３０日（木）研修センター理科指導①８月１７日（火）

研修センター生徒指導・教育相談８月１８日（水）

夏季休業中の研修講座申込みを随時受け付けております。クーラーの効いた当センター会場で

研修を深めませんか？

受講を希望される場合は各学校等に配付されております「研修講座開催要項」の申込書をお使

いいただき，研修センターの FAX（２４－２５１２）にお申込みください。

ホットな夏，ホットな研修を
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上川教育研修センター 第１８次研究２年目スタート
上川教育研修センター第１８次研究の２年目がスタートしました。昨年度の成果と課題を踏まえ，

「主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導の在り方」について，特に評価に焦点をあてて研究

を行います。皆様から多くの御意見をいただきながら研究を進めてまいります。

６月には研究員，１０～１１月には研究協力校２校による授業実践を行います。そして，１２月のセ

ンター発表会では，研究員による授業実践を通し，第１８次研究のまとめとします。各校に御案内さ

せていただきますので，多くの皆様の御参観をよろしくお願いいたします。

【研究室会議の様子】

求める児童生徒像

各教科等において生きて働く「知識及び技能」を習得し，未知の状況にも対応できる「思考力，判断力，

表現力等」を高めながら，「学びに向かう力，人間性等」を身に付けた児童生徒。

研 究 の 仮 説

目標と手立てが合致した単元の指導計画及び具体的な児童生徒の姿を設定するとともに，主体的・対話

的で深い学びとなる指導計画や観点別の学習状況について評価する時期や場面の精選，さらには評価方法

の工夫をすることにより，教師の指導改善，児童生徒の学習改善へとつなぐことができるであろう。

研 究 主 題

主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導の在り方
～求められる資質と能力を育む指導と評価～

▼研 究 内 容

指導と評価の一体化

（１）単元目標の明確化 （２）単元評価規準の設定
・指導事項 ・実態と他単元との関係 ・内容のまとまりごとの評価規準との関係

（３）指導計画・評価計画
・単元構成の工夫 ・一単位時間における評価規準
・学習課題の工夫 ・指導に生かす評価と記録に残す評価
・見通しと振り返り ・評価時期と評価材料
・対話の目的と手立て ・学習支援の手立て

（４）観点ごとの総括
・見取り方 ・判断と次時への評価の生かし方

学び の基盤

支持的風土の醸成 教室環境の整備 学習規律の確立

【春季合同所員研の様子】
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旭
川
市
立
永
山
南
中
学
校

旭
川
市
立
陵
雲
小
学
校

令和３年度「研究協力校の紹介」

昨年度のセンター発表会の様子

一

学
校
概
要

陵
雲
小
学
校
は
、
旭
川
市
の
北
西
部
、
国
道
四
十
号

線
を
挟
ん
で
末
広
地
区
と
末
広
東
地
区
に
わ
た
る
住
宅

街
に
位
置
す
る
学
校
で
す
。

令
和
三
年
度
は
、
学
級
数
二
十
三
（
特
支
六
を
含

む
）、
児
童
数
四
八
六
名
で
す
。
子
供
向
け
合
い
言
葉

を
、「
や
る
気
を
出
し
て
《
き
ら
き
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
》
取
り

組
む
子
」
と
し
、
子
供
た
ち
自
身
が
自
分
に
向
き
合
い
、

自
ら
学
ぶ
態
度
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
、
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

「
強
く

明
る
い

や
り
ぬ
く
子
」

○
進
ん
で
学
び
伸
び
よ
う
と
す
る
子
（
知
・
意
）

○
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
身
体
の
子
（
情
・
体
）

○
よ
く
考
え
正
し
く
判
断
し
実
行
す
る
子
（
徳
）

三

年
度
の
重
点

「
自
ら
進
ん
で
、
考
え
判
断
し
行
動
で
き
る
子
供
の
育
成
」

一

学
校
概
要

本
校
は
開
校
以
来
、
教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
住
民

の
連
携
と
協
働
に
よ
る
教
育
実
践
を
礎
と
し
、
体
育
・

文
化
両
面
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
、
す
ば
ら
し
い
校
風

を
樹
立
し
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
校

舎
、
大
雪
連
峰
を
仰
ぎ
見
る
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
は
、

生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

開
校
三
十
五
年
目
を
迎
え
、
現
在
生
徒
数
は
五
二
九

名
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
基
盤
の
上
に
新
し
い

教
育
を
創
造
す
べ
く
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
方
々

と
一
体
と
な
っ
て
、
日
々
学
校
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

二

教
育
目
標

『
開
拓
』

～
未
来
を
開
く
逞
し
さ
～

○
考
え
る
人
〈
創
造
〉

○
心
豊
か
な
人
〈
協
力
〉

○
た
く
ま
し
い
人
〈
根
気
・
健
康
〉

三

年
度
の
重
点

「
望
ま
し
い
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
、
学
力
の
向
上
に

励
む
生
徒
の
育
成
」「
自
他
を
大
切
に
し
、
互
い
を
思
い

や
り
、
協
力
し
合
う
生
徒
の
育
成
」



（5）
上川教育研修センターだより

Ｗｅｂサイトを御利用ください!
http:/kami-cen.hs.plala.or.jp/
今年度の講座一覧や要項・申込書，研究紀要等が

ダウンロードでき，過去の研修講座の様子やセンタ

ーだよりを見ることもできます。また，センターで

所蔵している資料名を閲覧できるので，お探しの資

料があれば貸出しすることもできます。さらに，施

設の使用や宿泊についても詳細を見ることができま

す。ぜひ，御活用ください。



（6）
上川教育研修センターだより

当研修センターでは，研修講座の受講後２～３か月を目処に御回答いただく「受講後調査」を実施しました。お忙しい中にも

かかわらず御協力をいただきまして，ありがとうございました。令和２年度の結果をまとめましたので，お知らせいたします。

令和２年度受講後調査の集計結果 ～御協力ありがとうございました～

設問１ 研修終了後，児童生徒や同僚教職員，他の学校の教職員等に研修成果を発信することができましたか。

研修の成果について，多くの方に活用

していただいております。

今後も研修の成果が，受講者はもとよ

り，広く教育現場に生かされるような講

座運営を目指し，工夫改善してまいりま

す。

設問２ 研修終了後，自校や校外研修会等で，研修内容を活用し，自己の指導内容や方法の工夫改善ができましたか。

「十分みられた」，「ほぼみられた」を

合わせると，９０％の受講者から自己の指

導内容や方法の工夫改善ができたという

回答をいただきました。

今後もさらに多くの皆様が実践に生か

すことができる講座内容となるよう努め

てまいります。

各種資料の御活用を！
当研修センターの１階には，各種教育雑誌や各出版社の教

科書を，３階には，道内はもちろん全国各地の教育関係広報

紙や研究紀要，教育雑誌のバックナンバーなどを保管してい

ます。蔵書資料は貸出しも行っていますので，ぜひ御活用く

ださい。なお，所蔵資料リストは当センターWebサイトか

らも御覧いただけます。

設問３ 研修内容を広げたり活用したりした結果，児童生徒や対象の教職員に効果や変容がみられましたか。

「十分みられた」，「ほぼみられた」を合

わせると，７７％の受講者から効果や変容

がみられたという回答をいただきまし

た。反面，２３％の受講者には効果や変容

が顕著に表れなかったということになり

ます。

今後もアンケートの内容などを生か

し，効果的な研修内容となるよう，検討

してまいります。
講座の成果を推し測り，受講された皆様の御意見をより

多く反映するため，受講後調査への御協力をお願いいたし

ます。

今年度も受講後２～３か月を目処に，当研修センターＷ

ｅｂサイト上で，御回答ください。タブレットや携帯端末

から簡単に御回答いただけます。

「受講後調査」ＱＲコード

※この調査は，受講後，約２～３か月
を目処に入力してください。
※左のＱＲコードをスマホなどで読み
取ると回答できます。

（googleフォーム 外部リンク）
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（8）
上川教育研修センターだより

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
紹
介

約
二
十
年
ぶ
り
で
教
育
に
関
わ
る
仕

事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
御
利
用
者
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
務
部
長

北
澤

克
康

研
修
講
座
や
出
前
講
座
が
皆
様
に
と

っ
て
有
意
義
な
講
座
と
な
る
よ
う
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員

平
井

佐
知

（
旭
川
市
立
青
雲
小
）

上
川
管
内
の
学
校
や
先
生
方
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
研
究
を
発
信
で
き
る

よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
事
業
部
長

北
島

裕
二

（
旭
川
市
立
知
新
小
）

自
ら
も
学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
少
し

で
も
多
く
上
川
管
内
の
学
校
や
先
生
方
に

御
活
用
い
た
だ
け
る
研
究
を
発
信
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

研
究
員近

田

泰
斗

（
旭
川
市
立
北
光
小
）

各
学
校
や
先
生
方
に
御
活
用
い
た
だ
け

る
時
代
に
即
し
た
研
究
を
目
指
し
、
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

研
究
員三

上

貴
也

（
旭
川
市
立
中
央
中
）

指
導
員
（
旭
川
市
立
北
星
中
）

加
藤

慎
司

指
導
員
（
旭
川
市
立
旭
川
第
三
小
）

上
村

純
一

研
究
員
（
鷹
栖
町
立
鷹
栖
中
）

村
越

恵
一

研
究
員
（
旭
川
市
立
永
山
西
小
）

小
林

豊

研
究
員
（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
）

石
塚

大
輔

所

長
福
家

尚

副
所
長

伊
東

義
晃

事
務
係

笹
谷

青
子

事
務
係

上
光
さ
ゆ
り

指
導
員
（
旭
川
市
立
高
台
小
）

森

走
平

発
行
日

令
和
三
年
七
月
一
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
―
〇
〇
三
六

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

電
話（
〇
一
六
六
）二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者

福

家

尚

印
刷
所

谷
川
印
刷
株
式
会
社

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
７０
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

研
究
員
（
旭
川
市
立
東
明
中
）

久
保
田
竜
平

・
前
事
務
部
長

花
香

純
夫

・
前
研
究
事
業
部
長

工
藤

秀
敏
（
旭
川
市
教
育
委
員
会
）

・
前
指
導
員

山
中

芳
子
（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

・
前
研
究
員

吉
野

和
気
（
旭
川
市
立
永
山
南
小
学
校
）

・
前
研
究
員

斎
藤

邦
彦
（
旭
川
市
立
永
山
小
学
校
）

新

任

所

員

退

任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。


